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(57)【要約】
【課題】本発明は、大形ディーゼルエンジンの運転中に大形ディーゼルエンジンの運転デ
ータを記録する装置を利用している、大形ディーゼルエンジン、特に船舶用重油燃料ディ
ーゼルエンジンに関し、個々の構成品群に対して適切な点検間隔を算出する。
【解決手段】本発明に基づいて、前記装置が、大形ディーゼルエンジンの個々の構成品群
に対する大形ディーゼルエンジンの記録された運転データから、個々にないしは構成品群
毎に重要度係数を求め、この重要度係数を基に、大形ディーゼルエンジンの各構成品群に
対して、構成品群毎の点検間隔を算出する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大形ディーゼルエンジンの運転中に該エンジンの運転データを記録する装置を備えた大
形ディーゼルエンジンにおいて、
　前記装置が、大形ディーゼルエンジンの個々の構成品群に対する大形ディーゼルエンジ
ンの記録された運転データから、個々にないしは構成品群特有の重要度係数を求め、この
重要度係数を基に、大形ディーゼルエンジンの各構成品群に対して、構成品群毎の点検間
隔を算出することを特徴とする大形ディーゼルエンジン。
【請求項２】
　前記装置が、大形ディーゼルエンジンの各構成品群に対して、個々にないしは構成品群
に特有の仮想運転データを基に、大形ディーゼルエンジンの実際運転期間および少なくと
も１個の構成品群特有の重要度係数から各構成品群に対する構成品群毎の仮想運転期間を
算出し、構成品群特有の重要度係数或いは各構成品群特有の重要度係数が、大形ディーゼ
ルエンジンの実際運転期間に関して各構成品群の仮想運転期間を増大或いは短縮或いは不
変とさせ、各構成品群に特有の仮想運転期間が、構成品群毎の点検間隔を決定することを
特徴とする請求項１記載の大形ディーゼルエンジン。
【請求項３】
　前記装置が、構成品群に特有の重要度係数或いは各構成品群に特有の重要度係数および
各構成品群に特有の点検間隔を算出するために、大形ディーゼルエンジンの種々の構成品
群に対してそれぞれ異なった運転データを利用することを特徴とする請求項１又は２記載
の大形ディーゼルエンジン。
【請求項４】
　前記装置が、大形ディーゼルエンジンの運転データの他に、大形ディーゼルエンジンの
周辺機器、特に潤滑材回路および／又は冷却材回路の運転データを記録し、構成品群特有
の点検間隔の算出に関与させることを特徴とする請求項１から３の１つに記載の大形ディ
ーゼルエンジン。
【請求項５】
　大形ディーゼルエンジンの運転中に該エンジンの運転データを記録する大形ディーゼル
エンジンの運転方法において、
　大形ディーゼルエンジンの個々の構成品群に対し大形ディーゼルエンジンの記録された
運転データから、個々に又は構成品群特有の重要度係数を求め、該重要度係数を基に、大
形ディーゼルエンジンの各構成品群に対し、構成品群毎の点検間隔を算出することを特徴
とする大形ディーゼルエンジンの運転方法。
【請求項６】
　大形ディーゼルエンジンの構成品群に対して、個々に又は構成品群特有の仮想運転期間
を、大形ディーゼルエンジンの実際運転期間および少なくとも１個の構成品群特有の重要
度係数から構成品群に対する構成品群毎の仮想運転期間が発生するように求め、その構成
品群毎の重要度係数或いは各構成品群毎の重要度係数を、大形ディーゼルエンジンの実際
運転期間に関して各構成品群の仮想運転期間を増大或いは短縮或いは不変とさせ、該構成
品群の構成品群毎の仮想運転期間から、各構成品群に対する構成品群毎の点検間隔を算出
することを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
　大形ディーゼルエンジンの種々の構成品群に対して、構成品群毎の重要度係数或いは各
構成品群毎の重要度係数および各構成品群毎の点検間隔を算出すべく、それぞれ異なった
運転データを利用することを特徴とする請求項５又は６記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に記載の大形ディーゼルエンジン、特に船舶用重油燃料ディ
ーゼルエンジンに関する。また本発明は請求項５の前文に記載の大形ディーゼルエンジン
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の運転方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大形ディーゼルエンジンの運転中に大形ディーゼルエンジンの運転データを記録する装
置を利用する大形ディーゼルエンジンは従来から知られている。この記録された運転デー
タは、エンジン故障の原因を解析するために利用される。しかし記録された運転データの
幅広い利用は、実際公知の大形ディーゼルエンジンにおいて行われていない。
【０００３】
　乗用車エンジンにおいて、乗用車エンジンの運転データからその乗用車エンジンに対す
る動的点検間隔（点検時間間隔）を算出することは公知である。そのような負荷依存の動
的点検間隔を基に、乗用車エンジンの個々の点検が開始される。これによって、一方で過
大な間隔により引き起こされるエンジン故障並びに過小の点検間隔により引き起こされる
不必要な余剰経費が避けられる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、新たな大形ディーゼルエンジンとその運転方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、請求項１に記載の大形ディーゼルエンジンによって解決される。
【０００６】
　本発明に基づいて、大形ディーゼルエンジンの運転中に大形ディーゼルエンジンの運転
データを記録する装置は、大形ディーゼルエンジンの記録された運転データから、大形デ
ィーゼルエンジンの個々の構成品群に対して個々にないしは構成品群群に特有の重要度係
数を求め、その重要度係数を基に、大形ディーゼルエンジンの各構成品群に対して、構成
品群毎の点検間隔を算出する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明はまず第１に、大形ディーゼルエンジンについて動的点検間隔を算出すること、
詳しくは、本発明に従い、乗用車エンジンのようにエンジン全体に対してではなく、個々
の構成品群に対し個別に算出することを提案する。そのため、本発明に基づき、個々に又
は構成品群に特有の重要度係数を求め、それを基に、大形ディーゼルエンジンの各構成品
群に対して、構成品群毎の点検間隔を算出する。これを基に、運転上種々の摩耗に曝され
る大形ディーゼルエンジンの個々の構成品群を個々に点検する。
【０００８】
　本発明による大形ディーゼルエンジンの運転方法を請求項５に示す。
【０００９】
　本発明の有利な実施態様を従属請求項および以下の説明から明らかにする。以下本発明
の実施例を詳細に説明するが、本発明はこれに限定ない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
（実施例１）
　本発明は大形ディーゼルエンジンとその運転方法に関する。特に本発明は船舶用ディー
ゼルエンジンに関する。かかる大形ディーゼルエンジンは重油燃料で運転される。
【００１１】
　本発明に基づく大形ディーゼルエンジンは、大形ディーゼルエンジンの運転中に大形デ
ィーゼルエンジンの運転データを表示ないし記録する装置を利用し、そのような装置はＥ
ＤＳ（electronic data system）データボックスと呼ばれる。
【００１２】
　この装置は、大形ディーゼルエンジンの運転データの他に、該エンジンの周辺機器の運
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転データ、即ち、例えば潤滑材回路および／又は冷却材回路の運転データを表示する。
【００１３】
　大形ディーゼルエンジンの記録された運転データおよび場合によっては周辺機器の運転
データから、本発明に従い、大形ディーゼルエンジンの個々の構成品群に関し、個々にな
いしは特有の重要度係数を求め、この重要度係数を基に、大形ディーゼルエンジンの各構
成品群群に対し、構成品群特有の点検間隔を算出する。
【００１４】
　このため、大形ディーゼルエンジンの実際運転期間および大形ディーゼルエンジンの構
成品群に対する少なくとも１個の構成品群特有の重要度係数から、各構成品群に対する構
成品群特有の仮想運転期間を算出する処置をとり、その構成品群特有の重要度係数又は各
構成品群毎の重要度係数が、大形ディーゼルエンジンの実際運転期間に関して各構成品群
の仮想運転期間を増大或いは短縮或いは不変とさせる。大形ディーゼルエンジンの各構成
品群に関し求めた仮想運転期間を基に、構成品群特有の点検間隔を算出し、その場合、構
成品群毎の仮想運転期間が構成品群特有の点検間隔を直接決定し、詳しくは、構成品群毎
の仮想運転期間が所定の構成品群特有限界値を超過したとき、各構成品群の点検を開始す
るように決定する。
【００１５】
　それに応じ本発明では、大形ディーゼルエンジンを論理的構成品群に分ける。該構成品
群に重要な所定運転データを割り当て、該所定運転データを基に、各構成品群に対し少な
くとも１個の個別重要度係数を求める。各構成品群に対し仮想運転期間を算出すべく、構
成品群の個別重要度係数又は各個別重要度係数を大形ディーゼルエンジンの実際運転期間
により算出し、該仮想運転期間を基に、各構成品群に対する個別の点検間隔を算出する。
【００１６】
　次の表は、例えば大形ディーゼルエンジンのクランクシャフト軸受の構成品群に対し、
仮想運転期間ＶＢＤの計算を表し、該構成品群に対する仮想運転期間ＶＢＤは、運転パラ
メータ、エンジン出力ＭＬを基に算出する。
【００１７】
【表１】

【００１８】
　即ち上記の表において、運転パラメータ、エンジン出力ＭＬを種々の範囲に分け、その
各範囲に重要度係数ＥＦを割り当てている。即ち、１０１～１１０％のエンジン出力範囲
に対し重要度係数ＥＦは＋０．２５であり、１１～３０％のエンジン出力範囲に対し重要
度係数ＥＦは－０．４０である。この重要度係数ＥＦおよび各範囲で運転される大形ディ
ーゼルエンジンの実際運転期間ＲＢＤを基に、相応した構成品群に対し仮想運転期間ＶＢ
Ｄを求め、その際、表における分かり易い比較に対して、大形ディーゼルエンジンが５０
００時間にわたる各エンジン出力と間隔で運転したことを前提としている。即ち、表にお
いて大形ディーゼルエンジンの実際総運転期間が２５０００時間であるとき、クランクシ
ャフト軸受の構成品群に対して仮想運転期間として２０５００時間が生ずる。
【００１９】
　上述の表は純粋な例である。大形ディーゼルエンジンの各構成品群に対し、相応した仮
想運転期間を求めるために、重要運転データに関して個々の、従って構成品群特有の表を
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作成する。仮想運転期間が所定の限界値を超過したとき、点検信号を発生し、その構成品
群の点検を開始する。仮想運転期間は、個々の点検間隔を直接決定する。
【００２０】
　記録した全ての運転データを遠隔制御で取り出し、リセットできると望ましい。また構
成品群の点検作業の実施後、相応した仮想運転時間カウンタをリセットすると有利である
。
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